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志馬 伸朗 広島大学 教授 【術中】 術中の迅速な呼吸異常評価のための連続呼吸音モニタリングシステムの研究 

評価 
呼吸異常評価システムは非常にユニークであり、新たなバイタルセンシングであるので有用性が確立すると普及する可能性がある。現場

での有用性検証ができるプロトタイプは完成していること等総合的に計画通りに進捗及び成果が得られたと評価された。 

 


